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7. 技術者研修プログラム
7-1. 指導者養成プログラム (Train-the-Trainer: TTT)

遠隔医療技術࡟㛵ࡿࡍ研修プログラム  

 
遠隔医療技術に関する研修プログラムを主催した。今年ᗘはኟᏘ（7-8 月）と෤Ꮨ（1 月）

の 2 回開催し、全㒊で 5 か国から 7 名の技術者が TEMDEC における 1 か月間の研修に参

加した。  
 ኟᏘの会には、ベトナム、バングラデシュ、インド、ネパールから 5 名の参加者があった。

またインターンでナイジ࢙リア出㌟࣭ࣈラジル在ఫの Tayo が参加してくれ。ᙼらは最初の

導ධやテレビ会㆟システムについてのࣁン࢜ࢬンレクチャーをཷけた後、APAN 会㆟の஑

ᕞ኱Ꮫ会場のローカルエンジニアとして分担され、各⮬の担当セッションのセットアップ、

᥋⥆テスト࡬の参加、実際のカンフ࢓レンスの実施を担当した。またパナࢯニックᰴᘧ会♫

が主催するࠕSolution Japanࠖのᶵჾᒎ♧会࡬参加した(ᅗ 1)。プログラムの最後には、参

加者はᙼらの国を実際に᥋⥆して研修ሗ࿌を行うࠕ研修ሗ࿌カンフ࢓レンスࠖを実施し、5
か国 26 施設を᥋⥆することができた。 
 ෤Ꮨの会には、ࣈラジルのリ࢜デジャネイロとミナスジ࢙ライスから 2 名の参加者があっ

た。ᙼらの指導はインターンの Tayo が担当し、参加者たちは஑ᕞ኱Ꮫのローカルエンジニ

アとして、インドネシアが主催する内視鏡カンフ࢓レンスなど、定例カンフ࢓レンス࡬のࢧ

ᅗ)ࡔࢇートをしながらエンジニアとしてのᴗົをᏛ࣏ 2)。Tayo がチーフエンジニアを担

当した第 2 回アフリカセッションにおいては、VidyoRoom を⏝いたライࣈデࣔンストレー

ションを ESD トレーニングᐊから実施した。またᙼらは⮬㌟の研修ሗ࿌カンフ࢓レンスの

参加者を募り、᥋⥆テストを実施した。今回は࣌ルーのエド࢞ルド レバグリアティ マーテ

ィンス国立⑓㝔から、Dr. Jimmy Lezama がテレカンフ࢓レンスに参加し発表をすること

になっていたので、参加者たちは࣌ルーからの初めての᥋⥆を支援した。ࣈラジルと࣌ルー

などの時ᕪが኱きい国々との᥋⥆で、時ᢡ遅い時間まで⌧地の医師や技術者とコミュニケ

ーションを行った。 
 プログラム⤊஢後、全参加者は今後より多くの遠隔医療プログラム࡬の参加と主催࡬のࣔ

チベーションが上がったと回⟅した。一方、それにはᶵᮦやண⟬の୙㊊、時ᕪなどの㞀ቨが

あると኱多数が回⟅した。ᡃ々は今後ᙼらのニーࢬにこたえられるようなプログラムや⎔

ቃ࡙くりをしていかなけれࡤならない。 
 
 
 
 
 
 
 
 

ᅗ 1. ᶵჾᒎ♧࡬の参加 ᅗ 2. 定例カンフ࢓レンスの࣏ࢧート 

(工藤 孔梨子) 
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7-2. 遠隔医療技術者研修プログラム
        （Telemedicine Engineer Training: TET）
7-2-1. APAN45
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APAN45 医療ワーキンググループ 遠隔医療技術者研修プログラム（APAN-TET） 

 
第 45 回 APAN シン࣏࢞ールにྜわࡏて遠隔医療技術者研修プログラム(APAN-TET)を

主催した。本会は TEIN* CC から支援をཷけ 9 か国から 20 人の技術者が参加した。研修

者は遠隔医療プログラムの主催方法や、技術的な準備の方法、トラࣈルが㉳こった際の対応

について、16 か国の 61 施設が参加する 9 つの医療セッションを実際に担当することでᏛ

私は最初の。ࡔࢇ 2 ᪥間は遠隔から参加し、3 月 28 ᪥にシン࣏࢞ールに向かい、エンジニ

アワークショップには⌧地参加した。今回のプログラムは APAN 医療ワーキンググループ

のローカルエンジニアチーム(Local Engineer Team, LET)が企画した。これにྜわࡏて、プ

ログラムも TET (Telemedicine Engineering Training)と名௜けられた。 
エンジニアワークショップの間は、TEMDEC からのሗ࿌として発表と開会ᣵᣜを行った。

また最初のセッションのᗙ㛗を担当した。本セッションでは、チーフエンジニアから APAN
期間中に実施された全医療セッションの技術的な཯┬会をおこなった。音声、⤌⧊࡙くり、

そしてコミュニケーションに関する問題があったとᣲࡆられた。本セッションに、遠隔地に

いたすべてのセッションのチーフエンジニアが参加でき、APAN 会場で担当したローカル

エンジニアと㆟ㄽができたことは኱ኚ意⩏῝いと考えられる。第 3 のセッションは、各チ

ームから、௦表者となる研修者が 1 名ずつチームについての発表を行った。これらの発表

から、研修者が指導者とⰋい関ಀがᵓ⠏されていることが分かった。第 4 セッションでは

LET のディレクターの Satya からクイࢬショーがᥦ♧され、参加者たち࡬のⰋいẼ分㌿᥮

になった。 
今回はいつくかの問題もᣲࡆられた。第一に、今回の TET のプログラムは、LET 所ᒓメ

ンバー全ဨで検討されるべきࡔったが、実際にはディレクター数名と指導者らによってỴ

められたことである。指導者らは LET の所ᒓメンバーも多くいたためこのような体制とな

ったが、今後は LET として TET のプログラムを検討していくべきであるのではないかと

考える。第஧に、アンケートの᭦᪂がᣲࡆられる。⌧≧のアンケートでは、研修の成ᯝが୙

明░であり、より確実な指ᶆがᚲせである。 
ᨵめて今回の TET は、LET メンバーと指導者らの๰㐀的なプログラム企画により、研修

者たち࡬今まで以上にⰋい研修⤒㦂を୚えることができたと考えられる。今後もプログラ

ムをᨵⰋしていき、価್あるものにしていきたい。 
（工藤 孔梨子） 
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クイࢬセッションの࣏スター 

➗㢦の集ྜ෗┿ 

ピンクチームのメンバーたち 

エンジニアワークショップの様子 㯤Ⰽチームからの発表 
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7-2-2. APAN46
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APAN46 医療ワーキンググループ 遠隔医療技術者研修プログラム（APAN-TET） 

 
第 46 回 APAN ニュージーランドにおいて遠隔医療技術者研修プログラム(APAN-TET)

を主催した。中国、インド、インドネシア、ネパールフィリピン、台湾、ベトナムの 7 か国

から 30 名が参加した。参加者たちは指導者 2 名、研修者 2-3 名ずつのチームに分けられた。

内視鏡外科、歯科、地域医療などの様々な領域における 9 つの遠隔医療プログラムを実際

に担当することでトレーニングを行った。加えて、3 セッションのエンジニアワークショッ

プの中では施設紹介や技術的な問題に関するグループディスカッションを実施した。 
私は APAN 医療ワーキンググループ、ローカルエンジニアチーム(LET)のディレクター

として本プログラムの企画をほか

の LET のメンバーとともに行な

い、TEMDEC が運営を行った。以

前は複数チームでセッションを担

当していたが、今回は 1 つのチー

ムがAPAN会場のエンジニアとし

て割り当てられるようにした。そ

うすることでセッションに関する

ネットワークや発表資料、映像音

声などの技術支援のすべてがチー

ム全体で対応できる体制となっ

た。また研修者のうち一人がその

セッションの主担当者として定められた。この方法はそれぞれの責任の所在を明確にし、チ

ームの結束力の向上にも役立ったと考えられる。また、LET のディレクターの一人である

Satya が、メンバーの名前をプリントした、チームカラーT シャツを作成してくれたことで、

参加者たちのコミュニケーションがより円滑になったと考えられる。 
さらに、今回初めて、エンジニアワークショップで技術的な問題をテーマにその種別や原

因についてグループでディスカッションを行った。これまで実施していた全体でのワーク

ショップと異なり、各チームで協働した後の小さなグループでのディスカッションで、それ

ぞれの視点からの意見や様々なアイデアが出された。 
 一方、今回もいくつかの問題がみられた。前回 3 月の APAN は例年よりも遅い時期に開

催されたため、今回の APAN の準備期間が充分になかった。またニュージーランドのビザ

申請の困難さと、同国の物価の高さが原因で多くの参加者がキャンセルしてしまったこと

で、準備がなかなか進まなかった。今後は参加者の募集方法を再検討し、公募化することで

より広い領域からの参加希望者を募っていきたい。 
 最後に、本プログラムの企画実施に関わった研修者、指導者、医師および APAN のスタ

ッフの皆さますべてに敬意を表したい。                （工藤 孔梨子） 
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ECE セッションのモデレータの Dr.森山

グループディスカッションの様子 発表するMr. Satya

HPB セッション座長の Dr. Han 医療セッションを担当するエンジニア

HPB セッションのスクリーンショット
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7-2-3. APAN47
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APAN47 医療ワーキンググループ 遠隔医療技術者研修プログラム(APAN-TET)  

 
第 47 回 APAN は㡑国の኱⏣広域ᕷで開催された。TEMDEC は本イベントの医療ワーキンググルー

プにて、遠隔医療技術者研修プログラム（APAN-TET）を主催した。今回はプログラム参加者の公募

を行い、インド、バングラデシュ、タイ、フィリピン、台湾、スリランカ、ベトナム、ネパール、マレ

ーシア 9 か国から 17 名が参加した。今回のプログラムでも前回同様に、参加者が 3㹼5 名からなる 4

グループに分かれ、各グループ内で⤒㦂㇏かなトレイナーが⤒㦂のὸいトレイニーに対して指導をお

こなった。 

一᪥┠は医療ワーキンググループの会場࡬の 3 種㢮の遠隔会㆟システムの設営を行った。ᇶ本的にト

レイナーが指♧してトレイニーが実際に⤌み立てていったが、複㞧なᵓ成をᢕᥱしきれなかったトレ

イニー࡬のフ࢛ローとして、᏶成した⎔ቃについて各トレイナーが役割を分担してㄝ明を行った。 

஧᪥┠以㝆は実際の医療ᩍ⫱セッションを実施した。医療ᩍ⫱セッションでは複㞧なᶵჾᵓ成や音声

映像のᚤㄪᩚに加え、⮬施設ࡔけではなく遠隔施設のトラࣈルシューティングまで行うᚲせがあり、

実際に発⏕した技術的ㄢ題とそのゎỴを㏻ࡌて多くのトレイニーが高ရ㉁な遠隔会㆟を実施するため

のせ௳やල体的なᡭ法についてᏛࡪことができたとᛮわれる。 

ᅄ᪥┠と஬᪥┠には技術者ワークショップが実施され、今回実施したすべての医療ᩍ⫱セッションの

ホ価および᪂つで参加した技術者が所ᒓする施設の紹介を行った。 

遠隔会㆟はその≉ᛶから、技術者が同ࡌ場所に集まるᶵ会が多くない。本プログラムを㏻ࡌて各技術

者の▱㆑やスキルࡔけではなく、医療分㔝で行われる遠隔ᩍ⫱にḞかࡏない᥋⥆担当者間の人的なつ

ながりもまたᇵわれたことを期ᚅする。 

（ᐩᯇ ಇኴ） 

 

 

 

 

会場設営の様子 




